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東芝における
環境調和型製品(ECP)の創出活動

製品機能と環境への配慮を統合評価～ファクターT
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1994年～ ライフサイクルアセスメント(LCA)の導入
支援ツールEasy-LCAの開発
地球環境マークの導入(1999年)

2002年～ ライフサイクルプランニング(LCP)の展開
ECP創出を支援する東芝独自の設計手法
支援ツールLCPlanner®の開発

2003年～ 環境効率・ファクターの導入

東芝独自の環境効率指標を全社展開

算出ツールFACTOR-Tの開発

ECP創出に関わる東芝の取り組み
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環境効率の分子・分母ともに統合評価値を用いる

東芝独自の環境効率指標

環境効率 ＝
環境影響

製品価値

QFD（品質機能展開）を用いて、複数機能
を重み付け統合化

LIME（日本版被害算定型影響評価手
法）を用いて、環境被害金額として統合

化
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ファクターＴの特徴

メリット
製品開発者の努力を反映できる

統合評価によりトレードオフを解消

東芝の事業領域(コンシューマ製品、部品、社会インフラ)をカバー

デメリット
製品価値指標は相対評価
（評価対象機種の選定により結果が変わる）

QFDマトリクスのさじ加減
統合評価は（一般消費者には）難しすぎる？
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排気が気にならない 3 9 9 1

何でも吸う 9 9 3 1 3 9 1

静かに掃除できる 3 3 9 1

ゴミ捨てが楽 3 9 3

狭いところの掃除が出来る 3 1 9

フローリングがきれいになる 9 3 9 9 3

本体の追従性が良い 3 3 3

部屋の隅のゴミが取れる 9 1 3 9

床面以外でも掃除が出来る 1 9 3

楽に掃除が出来る 3 9 9 1 9 1 　 3 3 3 1

吸込仕事率が高い 9 9 　 9 1 1

床ブラシを軽く動かせる 3 9 3 9

付属品が多い 1 9
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QFD(品質機能展開)-I マトリクス

重要度

品質特性

市場
調査

対応関係
9：強い関係
3：普通の関係
1：弱い関係

顧客
要求
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品質特性 19
90

20
03

19
90

20
03

19
90

20
03

吸込み仕事率 [W] 16.8 320 560 ↑ 0.57 1.00 0.10 0.17
ダストピックアップ率［%］ 13.0 81 86 ↑ 0.94 1.00 0.12 0.13
ブラシ回転数［rpm］ 9.8 5000 6000 ↑ 0.83 1.00 0.08 0.10
騒音 ［dB］ 9.6 57 59 ↓ 1.00 0.97 0.10 0.09
光沢度 ［times］ 8.0 10 2 ↓ 0.22 1.00 0.02 0.08
壁際ごみ取り残し量 ［mm］ 8.0 20 0.1 ↓ 0.01 1.00 0.00 0.08

本体体積 [m3] 0.3 71205 27321 ↓ 0.38 1.00 0.00 0.00

0.62 0.99

規格化された
改善比

重み付け後

重
要
度

実績値

改
善
方
向

製品価値指標の算出

QFD-I 実績値 規格化

製品価値指標

基準機種(1990年) ： 0.62
対象機種(2003年) ： 0.99

製品価値指標

基準機種(1990年) ： 0.62
対象機種(2003年) ： 0.99

実績値
×
重要度
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環境影響の算出

製造 使用流通 廃棄材料

リサイクル

環境負荷（インベントリ）

HFC，SOX,T-N,T-P，CO2，NOX‥等

オゾン層破壊 酸性化 富栄養化 地球温暖化 大気汚染

Easy-LCA

‥‥‥

統合化

癌 植物生産 水生生物の減少 マラリア デング熱 呼吸器疾患

社会資産 一次生産 生物多様性 人間健康

‥‥‥

LIME（by産総研）
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エコデザイン支援ツールの連携

エコデザイン支援ツールの連携
Easy-LCA
LCPlanner®
FACTOR-T ：データの流れ

：ツール

：設計プロセス

企画・構想設計企画・構想設計 詳細設計詳細設計設計プロセス

支援ツール LCPlanner® CADツール Easy-LCA

FACTOR-T

(QFDNavi®) DfXツール
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LCA支援ツール：Easy-LCA

原材料調達原材料調達 製 造製 造 流 通流 通 使 用使 用 廃 棄廃 棄

リサイクルリサイクル

材料およびエネルギー材料およびエネルギー

特定困難で
一義的に決め
られない項目

積み上げ分析に
よるモデル化

積み上げ分析に
よるモデル化素材の源流に溯り、追跡困難な工程

産業連関分析産業連関分析
約3,000種の原単位データ
30種のインベントリが算出可能
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LCＰ支援ツール：LCPlanner®

環境調和型
設計コンセプト

環境調和型
設計コンセプト

製品耐用/価値寿命 目標仕様
品質特性 部品構成
部品耐用寿命 部品コスト
材料構成（BOM） 部品環境負荷

解決策

製品耐用/価値寿命 目標仕様
品質特性 部品構成
部品耐用寿命 部品コスト
材料構成（BOM） 部品環境負荷

解決策

QFDNavi® Easy-LCA

データインポート

トレードオフ評価 I
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環境

コスト（企業）

コスト（顧客）
提案コンセプト

基準機種

コンセプト評価環境仕様

QFD-I

リサイクル性分析

アップグレード性分析、
メンテナンス性分析

リユース性分析

データ入力

アップグレード性分析Ⅱ
(アップグレード不可能な部品、但し許容料金を超える場合も含む)
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リサイクル性分析Ⅱ
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]

吸込力が強い 9 3 3 9 9 1
扱いが簡単 9 1 9 3 3
軽く持ち運びできる 9 1 1 9
どんな場所でもゴミが取れる 9 3 9
大きな・小さなゴミが取れる 9 1 1 9 3
排気粉塵性能が良い 3 1 9 1
静かに掃除ができる 3 1 1 9 3
かたずけ準備が簡単 3 3 1 3 9
省エネである 3 1 3 9
臭気対応である 1 3 9
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段階

分類 環境要求
要求元・
関連

期限 区分 環境特性
企業
姿勢

市場
インパクト

環境影響 EPN

材料調達 投入資源 製品質量の削減 WANT 標準質量[g] 3 5 4 60

リサイクル材料の使用 WANT リサイクル材料使用率[%] 4 4 2 32
投入エネルギー

有害物質 特定臭素系難燃剤使用禁止 MUST 特定臭素系難燃剤含有樹脂質量[g]
廃棄物 グリーン調達の実施 MUST グリーン調達の実施有無[-]
大気へのエミッション

水圏へのエミッション

製造 投入資源 　
投入エネルギー
有害物質 禁止ODS物質の使用禁止 MUST ODS物質の使用有無[-]
廃棄物

大気へのエミッション

水圏へのエミッション
流通 投入資源 梱包材への再生材使用 WANT 段ボールの再生材使用率[%] 2 1 2 4

梱包材の削減 WANT 梱包材質量[g] 2 4 2 16
投入エネルギー 輸送効率の向上 WANT 梱包容積率[%] 2 1 2 4
有害物質 梱包材に発泡スチロールを使用しない MUST 梱包材の発泡スチロール含有量[g]
廃棄物 　  
大気へのエミッション

水圏へのエミッション

使用 投入資源

投入エネルギー 消費電力の削減 WANT 最大消費電力[W] 4 5 5 100
待機時消費電力の削減 WANT 待機電力[W] 4 4 3 48

有害物質

廃棄物 紙パックの削減 WANT 年間紙パック使用量[g] 4 4 4 64
大気へのエミッション 　
水圏へのエミッション

EOL 投入資源
投入エネルギー

有害物質

廃棄物

保守対応期間の長期化 WANT 製造打ち切り後の保守対応期間[y] 4 4 3 48

25g以上の樹脂の材料表示 MUST 25g以上の材料表示有無[-]

リユース、熱回収を含むリサイクル MUST リサイクル可能率[%]
大気へのエミッション

水圏へのエミッション
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LCPlanner®

Excelアドオンツール
ライフサイクルオプション
分析機能
トレードオフ分析機能

etc
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ファクター算出ツール：FACTOR-T

製品価値指標の算出 LIMEに基づく環境影響の算出

FACTOR-T

データインポート

製品ファクターチャート Ⅱ

機種２

機種１
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製品価値ファクター
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環境影響チャート（ライフサイクル全体）
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材料調達 製造 流通 使用 廃棄 リサイクル
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]

機種１

機種２

LCPlanner®

QFDNavi®

Easy-LCA品質特性の実績値品質特性の実績値

データ入力

製品ファクターの算出

製品価値の算出

評価特性
重要度 機種１ 機種２

改善
方向

機種１ 機種２ 機種１ 機種２ 機種１ 機種２

X A 6.4 90.0 92.0 ↑　　　 90.00 92.00 0.98 1.00 0.06 0.06
X B 5.1 560.0 620.0 ↑　　　 560.00 620.00 0.90 1.00 0.05 0.05
X C 5.3 1.0 1.0 ↑　　　 1.00 1.00 1.00 1.00 0.05 0.05
X D 2.8 1.0 1.1 ↑　　　 1.00 1.05 0.95 1.00 0.03 0.03
X E 11.9 ######### ######### 　　　↓ 0.00 0.00 0.56 1.00 0.07 0.12
X F 4.7 650.0 132.0 ↑　　　 650.00 132.00 1.00 0.20 0.05 0.01
X G 0.6 1821330.0 1821330.0 　　　↓ 0.00 0.00 1.00 1.00 0.01 0.01
X H 8.6 3.6 3.4 　　　↓ 0.28 0.29 0.94 1.00 0.08 0.09
X I 6.0 1.6 2.0 　　　↓ 0.63 0.50 1.00 0.80 0.06 0.05
X J 7.2 1.0 1.1 ↑　　　 1.00 1.05 0.95 1.00 0.07 0.07
X K 3.0 4.0 6.0 　　　↓ 0.25 0.17 1.00 0.67 0.03 0.02
X L 3.1 59.0 59.0 　　　↓ 0.02 0.02 1.00 1.00 0.03 0.03
X M 2.7 20.0 14.7 　　　↓ 0.05 0.07 0.74 1.00 0.02 0.03
X N 3.2 1.0 1.0 ↑　　　 1.00 1.00 1.00 1.00 0.03 0.03
X O 2.5 8.7 8.6 ↑　　　 8.70 8.60 1.00 0.99 0.02 0.02
X P 4.5 0.0 0.0 　　　↓ 100.00 100.00 1.00 1.00 0.05 0.05
X Q 4.4 86.2 100.5 ↑　　　 86.20 100.50 0.86 1.00 0.04 0.04
X R 0.9 1.0 1.0 ↑　　　 1.00 1.00 1.00 1.00 0.01 0.01
X S 1.6 1.0 1.0 ↑　　　 1.00 1.00 1.00 1.00 0.02 0.02
X T 3.9 1.0 1.1 ↑　　　 1.00 1.10 0.91 1.00 0.04 0.04
X U 2.1 2.2 2.2 　　　↓ 0.45 0.45 1.00 1.00 0.02 0.02
X V 1.4 35.3 29.4 　　　↓ 0.03 0.03 0.83 1.00 0.01 0.01
X W 1.3 6000.0 4500.0 　　　↓ 0.00 0.00 0.75 1.00 0.01 0.01
X X 1.5 ######### ######### ↑　　　 ######### ######### 1.00 1.00 0.02 0.02
X Y 5.3 3.0 5.0 ↑　　　 3.00 5.00 0.60 1.00 0.03 0.05

100.0
Copyright (C) 2004 TOSHIBA CORPORATION 製品価値指標

0.89 0.94

製品価値ファクター
1.00 1.06

実績値 改善方向により補正 規格化 重み付け補正

評価特性

移動

評価機種

移動

追加

削除

改善の方向
　↑：増加
　↓：減少

Excelアドオンツール
LIME計算機能
ファクター分析機能



平成16年度第1回環境効率ﾌｫｰﾗﾑ 2004年10月19日

無断転載を禁じます（日本環境効率ﾌｫｰﾗﾑ） 7

2004/10/19 ㈱東芝 研究開発センター

13

ファクターＴの課題

メリット
製品開発者の努力を反映できる

統合評価によりトレードオフを解消

東芝の事業領域(コンシューマ製品、部品、社会インフラ)をカバー

デメリット
製品価値指標は相対評価
（評価対象機種の選定により結果が変わる）

QFDマトリクスのさじ加減
統合評価は（一般消費者には）難しすぎる？

ファクターの他社比較を可能にするには、

標準化が必要である。

共通化は難しい

非常に重要な要素


